
平成30年7月豪雨について

資料５



○ 梅雨前線等の影響によって、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となり、７月の平年の

月降水量の４倍となる大雨を記録したところがあった

○ 特に長時間の降水量について多くの観測地点で観測史上１位を更新し、24時間降水量は76地点、
48時間降水量は124地点、72時間降雨量は122地点で観測史上1位を更新した

48時間降水量の期間最大値（期間2018年6月28日～7月8日）実況天気図（2018年7月7日6時00分時点）

※全国の気象観測所は約1,300箇所

※気象庁HPを基に作成

梅雨前線が停滞、台風から湿った空気が供給 広い範囲で記録的な大雨

■観測史上1位を更新した
観測地点数
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H27.9関東・東北豪雨 H28 台風10号等 H29.7九州北部豪雨 H29 台風21号 H30.7豪雨

1時間雨量 12時間雨量 24時間雨量 48時間雨量 72時間雨量（地点数）

平成30年7月豪雨による降雨（概要）
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防災気象情報の発表状況 気象庁より
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近年、雨の降り方が変化
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1976 1981 1986 1991 1996 2001 2006 2011 2016

（回/

1時間降水量50mm以上の年間発生件数（アメダス1,000地点あたり）

1時間降水量80mm以上の年間発生件数（アメダス1,000地点あたり）

1時間降水量100mm以上の年間発生件数（アメダス1,000地点あたり）

※気象庁資料より作成

【台風第10号経路】
【台風第11号経路】

【台風第7号経路】

【台風第9号経路】

①

①

平成28年に北海道・東北で
被害をもたらした一連の台風

○この30年間で、時間雨量50mmを上回る大雨の発生件数は約1.3倍、時間雨量80mmは約1.7倍、
時間雨量100mmは約1.7倍に増加。

○ これまで比較的降雨の少なかった北海道・東北でも豪雨が発生。
○ 今後も気候変動の影響により、水害の更なる頻発・激甚化が懸念。

1976～1985
平均 1.9回

2008～2017
平均 3.2回

約1.7倍

【参考】
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気候変動による将来の降雨量、流量、洪水発生確率の変化倍率の試算結果

〇温室効果ガスの排出量が最大となるＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）では、21世紀末の降雨量
変化倍率は約1.3倍、流量変化倍率は約1.4倍、洪水発生確率の変化倍率は約4倍と予測。

〇将来の気温上昇を2℃以下に抑えることを前提としたＲＣＰ2.6シナリオでは、21世紀末の降雨量
変化倍率は 約1.1倍、流量変化倍率は約1.2倍、洪水発生確率の変化倍率は約2倍と予測。

気候変動による将来の降雨量、流量、洪水発生確率の変化倍率

前提となる気候シナリオ
降雨量変化倍率

（全国一級水系の平均値）

流量変化倍率
（全国一級水系の平均値）

洪水発生確率の変化倍率
（全国一級水系の平均値）

RCP8.5（4℃上昇に相当） 約１．３倍 約１．４倍 約４倍

RCP2.6（2℃上昇に相当） 約１．１倍 約１．２倍 約２倍

※降雨量変化倍率は、20世紀末（1951年-2011年）と比較した21世紀末（2090年）時点における一級水系の治水計画の目標とする規模の降雨量変化倍率の平均値
※降雨量変化倍率のＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）は、産業革命以前に比べて全球平均温度が4℃上昇した世界をシミュレーションしたｄ4ＰＤＦデータを活用して試算
※降雨量変化倍率のＲＣＰ2.6シナリオ（2℃上昇に相当）は、表中のＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）の結果を、日本国内における気候変動予測の不確実性を考慮した結果について（お知らせ）「環境省、気象庁」から

得られるRCP8.5、RCP2.6の関係性より換算
※流量変化倍率は、降雨量変化倍率を乗じた降雨より算出した一級水系の治水計画の目標とする規模の流量変化倍率の平均値

※洪水発生確率の変化倍率は、一級水系の現在の計画規模の洪水の、現在と将来の発生確率の変化倍率の平均値
（例えば、洪水発生確率が1/100から1/50に変化する場合は、洪水発生確率の変化倍率は２倍となる）

※降雨量変化倍率は国土技術政策総合研究所による試算値。流量変化倍率と洪水発生確率の変化倍率は、各地方整備局による試算値。

表 上位5％の降水イベントによる日降水量の変化

以下の表から得られる地域毎のRCP8.5、RCP2.6の関係性より換算

RCP2.6 = RCP8.5 × 10.922.4
（東日本太平洋側での換算例）

（参考）RCP2.6（2℃上昇に相当）相当の降雨量変化倍率の算出方法

※RCP2.6、4.6、6.0（3ケース）、RCP8.5（9ケース）における将来気候の予測（2080～2100年平均）と現在気候（1984～2004年平均）の変化率を示す

※各シナリオにおける全ケースの平均値、括弧内に平均値が最小のケースと最大のケース（年々変動等を含めた不確実性の幅ではない）を示す

出典：日本国内における気候変動予測の不確実性を考慮した結果について（お知らせ）【環境省、気象庁】 （http://www.env.go.jp/press/19034.html）より

【参考】
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平成30年７月豪雨における一般被害

○ 平成30年台風第７号及び前線等による大雨（平成30年７月豪雨）により、西日本を中心に、広域的かつ

同時多発的に、河川のはん濫、がけ崩れ等が発生。

○ これにより、死者220名、行方不明者9名、家屋の全半壊等9,786棟、家屋浸水36,038棟の極めて甚大な

被害が広範囲で発生。※１

○ 避難指示（緊急）は最大で915,849世帯・2,007,849名に発令され、その際の避難勧告の発令は

985,555世帯・2,304,296名に上った。 ※２

○ 断水が最大262,322戸発生するなど、ライフラインにも甚大な被害が発生。※３

※１：消防庁「平成３０年台風第７号及び前線等による被害状況及び消防機関等の対応状況について（第４７報）」（平成３０年７月３１日（火）８時４５分）
※２：内閣府「平成３０年台風第７号及び前線等による被害状況等について」（平成３０年７月８日（日）６時００分）
※３：非常災害対策本部「平成３０年７月豪雨による被害状況等について」（平成３０年７月１４日（土）１４時００分）

ひろしまし あさきたく くちたみなみ

広島県広島市安佐北区口田南

きたきゅうし もじく

福岡県北九州市門司区

あやべしうえすぎちょう

京都府綾部市上杉町

■各地で土砂災害が発生

※ 広島県については、避難指示（緊急）（1,553 地区）、避難勧告（128 地区）及び
避難準備・高齢者等避難開始（２地区）を合算して 818,222 世帯、1,837,005 名に発令

高梁川水系小田川左岸及び
高馬川の決壊により、多数の家屋浸水
7/8 13:00頃より排水作業を実施した結果、
7/11までに宅地・生活道路の浸水が概ね解消

■岡山県倉敷市真備町の浸水及び排水状況

7月31日 8時現在

たかはしがわ おだがわ
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いしかりがわ

石狩川水系

石狩川
うりゅうがわ

雨竜川

るもいがわ

留萌川水系
留萌川

ところがわ

常呂川水系
常呂川

まつうらがわ

松浦川水系
きゅうらぎがわ

厳木川
とくすえがわ

徳須恵川

たかはしがわ

高梁川水系
高梁川
おだがわ

小田川

やまくにがわ

山国川水系

山国川

あさひがわ

旭川水系
旭川

ひゃっけんまがわ

百間川

かせがわ

嘉瀬川水系

嘉瀬川

まるやまがわ

円山水系

円山
いずしがわ

出石川

いぼがわ

揖保川水系
揖保川

はやしだがわ

林田川
なかがわ

中川
もとかわ

元川

あしだがわ

芦田川水系
あしだがわ

芦田川
たかやがわ

高屋川

ひじがわ

肱川水系

肱川

かこがわ

加古川水系
加古川

ゆらがわ

由良川水系
由良川

ごうのかわ

江の川水系
江の川
ばせんがわ

馬洗川
さいじょうがわ

西城川

おおたがわ

太田川水系
みささがわ

三篠川
ねのたにがわ

根谷川

くまがわ

球磨川水系

球磨川

よしのがわ

吉野川水系

吉野川
ものべがわ

物部川水系

物部川

やまとがわ

大和川水系
さほがわ

佐保川

よどがわ

淀川水系
かつらがわ

桂川

よしいがわ

吉井川水系
よしいがわ

吉井川
こんごうがわ

金剛川

きくちがわ

菊池川水系

菊池川
はねぎがわ

繁根木川
いわのがわ

岩野川

ろっかくがわ

六角川水系
六角川
うしづがわ

牛津川

おんががわ

遠賀川水系
遠賀川
ほなみがわ

穗波川
ひこさんがわ

彦山川
ささおがわ

笹尾川
やきやまがわ

八木山川
きべがわ

金辺川
ちゅうがんじ

中元寺川

ちくごがわ

筑後川水系
こせがわ

巨瀬川
ちくごがわ

筑後川
ほうまんがわ

宝満川
こいしはらがわ

小石原川

氾濫危険水位を超えた国管理河川（26水系51河川） 8月2日13時30分時点
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平成30年７月豪雨による主な河川の被災状況（７月３日～） 7月31日 9時現在

※速報であり、内容・数値等が今後変更になる
場合があります。

1

2

3

4
56

7

8

9
10

1

2

3

4
6

79

5

○ 国管理河川の主な被災箇所 ○ 府県管理河川の主な被災箇所

11
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17

18
肱川水系肱川（愛媛県大洲市）
• 全ての暫定堤防箇所や、東大洲地区の二線堤か

らの越水等により、大洲市全域で浸水家屋数
3,022戸（床上2,238戸、床下784戸）の被害が発
生（7月29日 19時現在 大洲市調べ）。

• 7月8日までに浸水は解消

東大洲地区の浸水状況

高梁川水系小田川（岡山県倉敷市）
• 左岸及び複数の支川の決壊、右岸の越水により、

多数の家屋等浸水（約1,200ha、約4,100戸）(7/7)
• 排水作業により浸水は概ね解消(7/11)
• 決壊2箇所及び法崩れ1箇所にて緊急復旧を実施。

7月15日に堤防締切盛土の施工が完了。

左岸3k400 従前の緊急復旧完了

No. 水系 主な河川 主な市町村

❶ 由良川
ゆらがわ

由良川 京都府福知山市
ふくちやまし

❷ 江
ごう

の川
かわ

江の川 島根県江津市
ごうつし

❸ 江の川 馬
ば

洗川
せんがわ

広島県三次市
みよしし

❹ 高梁川
たかはしがわ

小田川
おだがわ

岡山県倉敷市
くらしきし

❺ 芦田川
あしだがわ

芦田川 広島県福山市
ふくやまし

❻ 太田川
おおたがわ

三篠
みささ

川
がわ

広島県広島市
ひろしまし

❼ 肱川
ひじかわ

肱川 愛媛県大洲市
おおずし

❽ 遠賀川
おんががわ

遠賀川 福岡県飯塚市
いいづかし

❾ 筑後川
ちくごがわ

巨瀬
こせ

川
がわ

福岡県久留米市
くるめし

❿ 六角川
ろっかくがわ

武雄
たけお

川
がわ

佐賀県武雄市
たけおし
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10

16
19

No. 水系 主な河川 主な市町村

① 木曽川
きそがわ

津保川
つぼがわ

岐阜県関市
せきし

② 由良川 犀川
さいかわ

京都府綾部市
あやべし

③ 高野
たかの

川
がわ

高野川 京都府舞鶴市
まいづるし

旭川
あさひがわ

旭川 岡山県岡山市

旭川 砂川
すながわ

岡山県岡山市

⑤ 高梁川 高梁川 岡山県総社市
そうじゃし

⑥ 高梁川 小田川 岡山県矢掛町
やかげちょう

芦田川
あしだがわ

福川
ふくがわ

広島県福山市

手城
てしろ

川
がわ

手城川 広島県福山市

⑧ 芦田川 御調
みつぎ

川
がわ

広島県府中市
ふちゅうし

⑨ 太田川 矢口川 広島県広島市

太田川 府中
ふちゅう

大川
おおかわ

広島県広島市

太田川 榎
えのき

川
がわ

広島県府中町
ふちゅうちょう

総
そう

頭
ず

川
がわ

総頭川 広島県坂町
さかちょう

瀬野
せの

川
がわ

瀬野川 広島県広島市

矢野
やの

川
がわ

矢野川 広島県広島市

西野
にしの

川
がわ

西野川 広島県三原市
みはらし

沼田
ぬた

川
がわ

沼田川 広島県三原市

⑫ 野呂川
のろがわ

中畑
なかはた

川
がわ

広島県呉市
くれし

⑬ 島
しま

田川
たがわ

島田川 山口県
やまぐちけん

周南市
しゅうなんし

、光市
ひかりし

⑭ 肱川
ひじかわ

肱川
ひじかわ

愛媛県大洲市
おおずし

、西予市
せいよし

⑮ 渡川
わたりがわ

広見
ひろみ

川
がわ

愛媛県松野町
まつのちょう

、鬼北町
きほくちょう

⑯ 安芸
あき

川
がわ

安芸
あき

川
がわ

高知県安芸市
あきし

⑰ 松田
まつだ

川
がわ

松田川 高知県宿毛市
すくもし

⑱ 筑後川 山
やま

ノ井
い

川
がわ

福岡県大木町
おおきまち

⑲ 筑後川 大刀洗
たちあらい

川
がわ

福岡県大刀洗町
たちあらいまち

⑪

④

⑦

⑩

7



国土交通省所管が所管
する５５８ダムのうち、
２１３ダムにおいて洪水
調節を実施。

ダムで洪水を貯留する
ことにより、下流河川の
水位を低下させ、流域の
被害軽減・防止効果を
発揮。

なお、８ダムで、
異常洪水時防災操作を
実施。

【凡例】
：洪水調節を実施したダム
：異常洪水時防災操作を
実施したダム

日吉ダム
（水資源機構）

一庫ダム
（水資源機構）

岩屋ダム
（水資源機構）

鹿野川ダム
（国土交通省）

野村ダム
（国土交通省）

野呂川ダム
（広島県）

引原ダム
（兵庫県）

河本ダム
（岡山県）

のろがわ

こうもと

ひきはら

のむら

かのがわ

ひとくら

ひよし

いわや

平成30年７月豪雨における国土交通省所管ダムの洪水調節状況 7月20日18時現在
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確率規模

河川改修

ダム

河川改修とダムの役割分担イメージ
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時間

流量

計画規模の洪水

ダムへの流入量

ダムからの
放流量

計画規模未満の洪水

ダムへの流入量

ダムからの
放流量

ダムの容量には
余裕あり

ダムの容量を
ほぼ使い切る

時間

流量

ダムに貯留

ダムに貯留

ダムの洪水調節（１）
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時間

ダムへの流入量

ダムからの
放流量

流量

計画規模を上回る洪水 計画規模を大きく上回る洪水

安全な流量が
流れているうちに

避難が可能 流入量と同程度の流量となるが、
それまで河川水位を大幅に

低減させていたこと等から被害を軽減

ピーク時間を遅らせる
（避難時間を確保）

時間

流量

ダムへの流入量

ダムからの
放流量

ダムに
貯留

ピーク時間を遅らせる
（避難時間を確保）

安全な流量が
流れているうちに

避難が可能

流入量と同程度の流量となるが、
それまで河川水位を大幅に

低減させていたこと等から被害を軽減

ダムに
貯留

計画規模の洪水 計画規模の洪水

ダムの洪水調節（２）
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淀川水系桂川（京都府）における日吉ダムの洪水調節 速報版

活発な梅雨前線の影響により、断続的に４回の豪雨が発生し、２日間の累加雨量は観測史上最大。
河川流量が最大となった３回目の豪雨時には、日吉ダムの洪水調節によって約９割の流量低減。
４回目の豪雨前に日吉ダムは満杯に近づいたが、それまで河川水位を大幅に低下させていたことや、
その後も洪水調節を継続したことから、亀岡市や京都市嵐山付近の被害を大幅に軽減。
また、日吉ダムの洪水調節により、洪水ピーク時刻を大幅に遅らせたことや、河川水位予測の迅速な
情報提供により、避難時間を確保することに貢献。

※５年前に今回と匹敵する（今回の方が大きい）豪雨が発生し大規模な浸水被害が発生したが、その後の
緊急治水対策の結果、今回は大幅に被害を軽減。

洪水貯留開始直後の貯水池の状況
（7月5日8時頃）

洪水時最高水位に近づく貯水池の状況
（7月6日10時頃）

洪水時最高水位 201m 最大流入量 毎秒 約1,260m3/s

約16時間

下流へ流れる水量を約9割低減

次の洪水に備え、

水位低下操作を実施

7/5 0:00 12:00 7/6 0:00 12:00 7/7 0:00 12:00

淀川水系７ダム等の施設
位置図

日吉ダム

亀岡(保津橋）地点

淀川三川合流点

布目ダム

高山ダム

室生ダム

青蓮寺ダム

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

三重県

滋賀県

琵琶湖

大阪市

京都市
桂川下流部の

越水箇所

嵐山地点

日吉ダム

(

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

三重県

滋賀県

大阪市

京都市

嵐山地点

琵琶湖

ピーク時刻を約16時間
遅らせ避難時間を確保

流域平均雨量（48時間）

H30.7 計画H25.9

計画の1.2倍

349
mm

345
mm

421
mm

約22ｍ

時間雨量（計画以内）
時間雨量（計画以上）
累加雨量

12



13

○桂川では、平成２５年台風１８号を契機に「桂川緊急治水対策」として、約64万m3の掘削を実施。
○これまでに実施した河道掘削により、久我地区（桂川７.0k）において水位を約0.5ｍ低減させ、計画高水位以下

で安全に流すことが可能となり、堤防決壊を回避し、決壊時に想定される浸水被害（約850ha）を解消。

嵐 山

亀 岡

淀 川

宇 治 川
桂 川

嵐 山

亀 岡

淀 川

宇 治 川
桂 川

亀岡

淀川

木津川

宇治川

奈良県
大阪府

滋賀県

京都府

桂川

位 置 図 平成30年7月豪雨のピーク時写真

浸水被害効果

桂川右岸7.2k付近 7/6 19:00 ピーク時

羽束師橋上流の掘削状況

＜工事完了後（平成27年10月）＞

＜工事実施前（平成27年3月）＞

羽束師橋下流の掘削状況

河道掘削を実施したことで、右岸約3kに
わたり計画高水位以下で洪水を流下で
きた。

4.0k

7.2k

桂川

鴨川

掘削済範囲
（約64万m3）

久我地区下流

桂川

計画高水位以下
10cmまで上昇

※計画高水位で堤防が決壊
した場合の浸水被害を推定

※

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

平成３０年７月豪雨に伴う洪水に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（桂川 久我地区）速報版



白滝暫定堤防

八多喜暫定堤防

春賀暫定堤防

東大洲暫定堤防

阿蔵暫定堤防
二線堤

多田地区⑦

⑫柚木・如法寺地区

西大洲地区⑪

⑨新谷地区

⑩東大洲地区

五郎地区⑧

⑥春賀地区伊州子地区⑤

④八多喜地区

豊中地区③

②白滝地区

①長浜地区

P

P

P

P

P

P

※本資料の数値等について、直轄区間の浸水範囲は国土交通省調査、指定区間
の浸水範囲は愛媛県調査、浸水家屋数は大洲市調査、県道冠水は愛媛県調査、
市道冠水は大洲市調査、避難勧告及び避難状況は大洲市調査によるもの。

肱川

矢落川

④八多喜地区（堤内側）
浸水状況ピーク約2.5ｈ前

⑥春賀地区（暫定堤防）
浸水状況概ねピーク時

⑩東大洲地区（二線堤越流）
浸水状況ピーク約4.5ｈ前

越流市街地

⑫柚木・如法寺地区（堤内側）
浸水状況概ねピーク時

⑪西大洲地区（堤内側）
浸水状況概ねピーク時

⑩東大洲地区 浸水状況ピーク約4ｈ前

②白滝地区（堤内側）
浸水状況

浸水被害の状況（直轄区間）

大臣管理区間

あ ぞ う ひがしおおず

ひがしおおずあ ぞ う

凡 例

越水・溢水はん濫

内水はん濫

排水ポンプ車 P

大洲第二水位観測
所

伊州子暫定堤防

やおちがわ

ひじが
わ

大洲第二地点（基準点）水位

氾濫危険水位 5.80m

避難判断水位 4.80m

氾濫注意水位 3.80m

H16水位
6.85

今回
8.11

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

S
38

S
42

S
46

S
50

S
54

S
58

S
62 H
3

H
7

H
11

H
15

H
19

H
23

H
27

大洲第二水位観測所年最高水
位 昭和38年以降の最高水位を1m以上更

新

一般国道56号

豊中暫定堤防

市町
村名

箇所
番号

地区名
浸水面積
（ha）

床上浸水
（戸）

床下浸水
（戸）

総戸数
（戸）

備　　考

① 長浜地区 約11 小浦、惣瀬、小長浜、大町、加世

② 白滝地区 約13

③ 豊中地区 約24 豊中、柿早

④ 八多喜地区 約66 131 34 165

⑤ 伊州子地区 約26 伊州子、八多浪

⑥ 春賀地区 約83 64 31 95 春賀、山高、大谷

⑦ 多田地区 約19 多田、峠

⑧ 五郎地区 約52

⑨ 新谷地区 約28 77 41 118 小貝、都、中組、上組、新谷町

⑩ 東大洲地区 約462 856 448 1,304 東大洲、二線堤内、徳森、和田

⑪ 西大洲地区 約88 471 93 564 久米、西大洲、玉川

⑫ 柚木・如法寺地区 約15

約887 1,599 647 2,246

大
洲
市

調査中

調査中

調査中

調査中

調査中

調査中

調査中

合　　　計

○平成30年7月豪雨により、大洲市全域で浸水家屋数3,022戸（床上2,238戸、床下784戸）の被害が発生

（7月29日 19時現在 大洲市調べ）。

○直轄区間においては阿蔵地区をはじめ、全ての暫定堤防箇所が越流。東大洲については、二線堤からも越流し、主要国道
56号が冠水し、沿道の商業施設も浸水するなど甚大な浸水被害が発生。7月8日午後までに浸水は解消。

○大洲第二水位観測所の水位は、詳細な水位記録が存在する昭和38年以降で最高水位（8.11m）を記録。

肱川水系肱川 浸水状況について 7月31日 9時現在

14



15

鹿野川ダム

：浸水範囲

野村ダム

平成３０年7月豪雨による被害

箇所 被害項目 被害数量

大
洲
市

(

直
轄
区
間
）

浸水家屋数 約4,600世帯
床上：約3,000世帯
床下：約1,600世帯

浸水面積 約440ha
※東大洲地区のみ

大
洲
市

（
菅
田
地
区
）

浸水家屋数 約180戸
床上：約160戸
床下：約20戸

浸水面積 約420ha

西
予
市

野
村
地
区

浸水家屋数 約650戸
床上：約570戸
床下：約80戸

浸水面積 約36ha

近年の浸水被害状況（大洲市全域）

平
成
7
年
7
月

梅
雨
前
線

浸水家屋数 1195戸
床上 ：768戸
床下 ：427戸

浸水面積 農地601ha 宅地356ha

平
成
16
年
8
月

台
風
16
号

浸水家屋数 574戸
床上 ： 297戸
床下 ： 277戸

浸水面積 839ha

平
成
17
年
9
月

台
風
14
号

浸水家屋数 312戸
床上 ： 145戸
床下 ： 167戸

浸水面積 713ha

野村地区

菅田地区

東大洲地区

肱川流域における浸水状況 速報版



肱川水系における野村（のむら）ダムの洪水調節 速報版

野村ダム

愛媛県

洪水時最高水位 170.2m
最大流入量 毎秒約1,940m3管理開始以降最大）

1時間に50mmをこえる
非常に激しい雨

流入量

放流量

貯水位

● ﾎｯﾄﾗｲﾝ

流域平均雨量（48時間）

H30.7 計画

計画の
約1.2倍

340
mm

419
mm

○活発な梅雨前線の影響により、野村ダム上流域の２日間の累加雨量は計画の降雨量を超過。
○野村ダムでは、洪水３日前の７月４日から事前に水位を低下させ、通常の洪水調節容量350万m3に

250万m3を加えた600万m3の容量を確保しており、洪水時には650万m3を貯留。
○７月６日２２時１０分に洪水調節を開始する旨を関係機関に連絡し、７日３時１１分には「６時２０分には

異常洪水 時防災操作を開始する見込み」である旨を管理所長から西予市野村支所長にホットライン
により伝達し、５時１０分には西予市より避難指示の発令を伝える防災無線により各戸及び屋外の
スピーカーにより繰り返し放送され ている。５時１５分には住民への周知のため、警報所のサイレンの
吹鳴、警報所及び警報車のスピーカーによる注意喚起を実施している。

7月4日から事前に水位を低下

7/5 10:00 情報提供実施
7/6 10:00 情報提供実施

計画高水流量（1,300m3/s)

避
難
指
示

発
令

累加340mm超過

累加340mm超過
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鹿野川ダム

愛媛県

流域平均雨量（48時間）

H30.7 計画

計画の約1.1倍

340
mm

380
mm

○活発な梅雨前線の影響により、鹿野川ダム上流域の２日間の累加雨量は計画の降雨量を超過。
○鹿野川ダムでは、洪水４日前の７月３日から事前に水位を低下させ、通常の洪水調節容量1,650万m3に、

570万m3を加えた2,220万m3の容量を確保しており、洪水時には、約2,360万m3を貯留。
○7月7日4時30分に洪水調節を開始する旨を関係機関に連絡し、7日5時10分に「異常洪水時防災操作を

開始する見込み」、6時20分に「7時30分頃に異常洪水時防災操作を開始する見込み」である旨を
事務所長から大洲市長にホットラインにより伝達。7時30分には大洲市より避難指示の発令を伝える
防災無線により各戸及び屋外のスピーカーにより繰り返し放送。6 時18分には住民の周知のため、
警報所のサイレンの吹鳴、警報所及び警報車のスピーカーによる注意喚起を実施。
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／
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洪水時最高水位 89m

最大流入量 毎秒約3,780m3

（管理開始以降最大）

計画高水流量（2,750m3/s）
流入量

放流量

貯水位

● ﾎｯﾄﾗｲﾝ
避
難
指
示

発
令

避難指示発令後、繰り返し放送

約9ｍ
7月3日から事前に水位を低下

1時間に47mmの
激しい雨

累加340mm超過

累加340mm超過

肱川水系における鹿野川（かのがわ）ダムの洪水調節 速報版
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＜平成３０年７月豪雨関連＞

「野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる
情報提供等に関する検証等の場」を設置します。

今般、平成３０年７月の前線等による記録的な豪雨により肱川水系で甚大な被害が発生
しました。

野村ダムや鹿野川ダムは操作規則に従い適切に操作を行うとともに、関係機関に対して
数次にわたる情報提供を行っております。

しかしながら、これまでに経験のない異常な豪雨であったことを踏まえ、四国地方整備局に
おいて、より有効な情報提供や住民への周知のあり方について検証を行うとともに、
より効果的なダム操作について技術的考察を行うことを目的に、「野村ダム・鹿野川ダムの
操作に関わる情報提供等に関する検証等の場」を７月１９日に設置します。

第１回は、現地調査等を下記の通り行います。

＜第１回検証等の場＞
日 時：平成３０年７月１９日（木）１０：００～１４：３０

平成30年7月17日

野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に関する検証等の場

18



流量

時間

変更後の操作ルール
（H8～）

平成30年7月豪雨時の操作

○ダム運用開始時（従来）の操作ルールは、大規模な洪水を対象とした一定率一定量方式による洪水調節
であったことから、頻繁に発生する中小洪水に対して、現況の堤防状況を鑑みて、当面の流域における
洪水被害の軽減を図ることを目的に、一定量後一定開度方式に変更。（平成8年6月）

従来の操作ルール
（管理開始～）

野村ダム

鹿野川ダム

ダム流入量ピーク

ダム流入量が最大と

なる時までゲート開

度を保つ

ゲートの操作後、流入量が減

少しはじめた時以降は、流入

量が放流量と等しくなる時ま

でゲート操作中の最大放流量

の水量を放流

流量

時間

4割容量(EL167.9mまでの容量)

4～8割容量(EL167.9～169.4mの容量)

残2割容量(EL169.4～170.2mの容量)

ダム流入量ピーク

ダム流入量

ダム流入量が増加中に水位

が標高84.0mになると、すみ

やかに放流量を850m3/sまで

上げる

ダム流入量が最大となる時

までゲート開度を保つ

流量

時間

予備放流

4割容量(EL84.0mまでの容量)

4～8割容量(EL84.0～87.5mの容量)

残2割容量(EL87.5～89.0mの容量)

600m3/s

850＋αm3/s

300m3/s

400＋αm3/s

ダム放流量

ダム放流量

ダム流入量ピーク
（1,797m3/s）

ダム流入量ピーク
（3,742m3/s）

ダム流入量ピーク

ダム放流量

ダム流入量

流量

時間

1000m3/s

500m3/s

1300m3/s

ダム流入量ピーク

ダム放流量

ダム流入量

流量

時間

1500m
3
/s

600m3/s

2750m
3
/s

ダム流入量

ダム流入量が増加中

に水位が標高167.9m

になると、すみやか

に放流量を400m3/sま

で上げる

ゲートの操作後、流入量が減少しはじ

めた時以降は、流入量が放流量と等し

くなる時までゲート操作中の最大放流

量の水量を放流

ダム放流量

400m3/s

850m3/s

ダム放流量

野村ダム・鹿野川ダムの操作ルールについて

平成7年7月
洪水発生
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１４

１６ １７１８
１９

４

９１１

２４
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２３

ア ５７
６

２１

２２

１２
１

２３

○ 河川では３５箇所（うち、都道府県管理河川が３３箇所）での決壊等が発生。
●決壊箇所一覧

No 整備局 水　系 河　川 市町村 箇所数

ア 中国 高梁川
たかはしがわ

小田川
おだがわ

倉敷市
くらしきし

1

イ 中国 高梁川
たかはしがわ

小田川
おだがわ

倉敷市
くらしきし

1

No 県 水　系 河　川 市町村 箇所数

1 島根 江
ごう

の川
かわ

八戸
やと

川
がわ

江津市
ごうつし

1

2 岡山 旭川
あさひがわ

旭川
あさひがわ

岡山市
おかやまし

1

3 岡山 旭川
あさひがわ

砂川
すながわ

岡山市
おかやまし

1

4 岡山 高梁川
たかはしがわ

小田川
おだがわ

矢掛町
やかけち ょう

3

5 岡山 高梁川
たかはしがわ

末政
すえまさ

川
がわ

倉敷市
くらしきし

3

6 岡山 高梁川
たかはしがわ

高馬
たかま

川
がわ

倉敷市
くらしきし

2

7 岡山 高梁川
たかはしがわ

真
ま

谷
だに

川
がわ

倉敷市
くらしきし

1

8 岡山 高梁川
たかはしがわ

岩倉
いわくら

川
がわ

井原
いばら

市
し

1

9 岡山 高梁川
たかはしがわ

尾坂
おさか

川
がわ

笠岡
かさおか

市
し

1

10 岡山 芦田
あしだ

川
がわ

高
たか

屋
や

川
がわ

井原市
いばらし

1

11 広島 芦田
あしだ

川
がわ

芦田
あしだ

川
がわ

世羅町
せらち ょう

1

12 広島 芦田
あしだ

川
がわ

吉野
よしの

川
がわ

福山市
ふくやまし

1

13 広島 本郷
ほんごう

川
がわ

本郷
ほんごう

川
がわ

福山
ふくやま

市
し

1

14 広島 沼田
ぬた

川
がわ

入野
にゅうの

川
がわ

東広島
ひがしひろしま

市
し

1

15 広島 沼田
ぬた

川
がわ

菅
すげ

川
がわ

三原市
みはらし

3

16 広島 沼田
ぬた

川
がわ

天井
てんじょう

川
がわ

三原市
みはらし

1

17 広島 沼田
ぬた

川
がわ

仏通寺
ぶっつうじ

川
がわ

三原市
みはらし

1

18 広島 沼田
ぬた

川
がわ

梨
なし

和
わ

川
がわ

三原市
みはらし

1

19 広島 沼田
ぬた

川
がわ

三次
みつぎ

川
がわ

三原市
みはらし

1

20 広島 賀茂川
かもがわ

賀茂川
かもがわ

竹原
たけはら

市
し

1

21 広島 野呂
のろ

川
がわ

中畑
なかはた

川
がわ

呉市
くれし

3

22 広島 黒瀬
くろせ

川
がわ

笹野
ささの

川
がわ

東広島
ひがしひろしま

市
し

1

23 山口 島田
しまた

川
がわ

島田
しまた

川
がわ

周南市
しゅうなんし

1

24 福岡 筑後
ちくご

川
がわ

大刀洗
たちあらい

川
がわ

大刀洗町
たちあらいまち

1

国管理河川（２箇所）

都道府県管理河川（３３箇所）

H30.7.20 6:00時点

※灰色は本川決壊河川 計３５箇所

やがけちょう

決壊等による激甚な被害
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小田川

＜小田川の被災状況＞
浸水面積 ： 約1,200ha
浸水戸数 ： 約4,100棟
堤防の決壊 ： ２箇所（国管理）

６箇所（県管理）
堤防法崩れ ： ６箇所（国管理）

１箇所（県管理）
越水 ： ３箇所（国管理）

←高馬川（岡山県管理）

小田川左岸３ｋ４００付近

高
梁
川

【裏法崩れ】 L=約30m
小田川右岸0ｋ600付近

【堤防の決壊】 L=約100m
小田川左岸3k400付近

【越水】
右岸7k000付近

【越水】
右岸4k000付近

【越水】
右岸3k200付近

× ×

○ 高梁川水系小田川では倉敷市真備町で堤防が決壊し、大規模な浸水により甚大な被害が発生したほか、堤防の損傷が多数発生した。
ま び

0 5 10 15 20キロメートル

西川

帝
釈
川

小
田
川

小田川

高
梁
川

槇
谷
川

有
漢
川

成羽川

高
梁
川

小
坂
部
川

熊
谷
川

国
道
180号

国道486号

国
道
48
4号

国
道
313号

国
道

  182
号

国
道

  314
号

国
道
31
3号

中国自動車道

岡
山
自
動
車
道

JR
姫
新
線

JR芸
備
線

JR伯
備
線

井原鉄道

JR伯備線

JR吉備線

 高梁市

新見市

 矢掛町

井原市

神石高原町

庄原市

福山市

 総社市

吉備中央町

岡山市

倉敷市

笠岡市

岡山県

鳥取県

広島県

▲

▲
    道後山

▲      花見山

■
船穂

■酒津(低水）

(高水）

凡　例

基準地点

国管理区間

小田川

位置図

×
×

【堤防の決壊】 左岸L=約200m
右岸L=約300m

末政川左右岸0k700付近（県）

【堤防の決壊】 L=約20m
末政川左岸0k400付近（県）

【裏法崩れ】 L=約1,000m（点在）
小田川右岸2ｋ800～3k800付近

【裏法崩れ】 L=約15m
小田川右岸4ｋ200付近

小田川→

【裏法崩れ】 L=約16m
小田川右岸4ｋ200付近

小田川→

【表法崩れ】 L=約70m
小田川右岸4ｋ400付近

×

【堤防の決壊】 L=約100m
真谷川左岸1k600付近（県）

【裏法崩れ】 L=約50m
大武谷川（県）小田川合流点付近

凡例
×：堤防の決壊
▲：堤防欠損

：越水

【裏法崩れ】 L=約80m
小田川左岸4k200付近

×

【堤防の決壊】 L=約50m
小田川左岸6k400付近

【堤防の決壊】
左岸L=約20m（高馬川左岸0k付近）
右岸L=約100m（高馬川右岸0k100付近）

ま だに がわ

たかまがわ

すえ まさ がわ

おおぶ たに かわ

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。
※7/16 15時時点
県管理区間も含む

平成30年７月豪雨による被災状況（高梁川水系小田川）
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高
梁
川

小田川

堤防決壊箇所
(左岸6k400)

（7/9～10）
排水ポンプ車

最大17台
（7/8～9）

排水ポンプ車
最大13台

【位置図】

倉敷市
真備町

○浸水面積
７月 ７日AM 約1,200ha（赤線：7月7日AM時点）
７月 ９日AM 約 500ha（緑線：7月9日AM時点）
７月１１日 宅地・生活道路については概ね解消

7月7日AM時点

●

浸水状況
写真箇所

写
真
方
向

⇒

7月11日AM時点

（7/8～9）
排水ポンプ車

最大3台

ポンプ車による排水作業状況

決壊箇所
(左岸3k400)

平成３０年７月豪雨による浸水地域の排水状況【高梁川水系小田川】①
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写真３

写真１

写真２

写真１

写真２

写真３

写真１

写真２

写真３

※７／１０ＰＭ 撮影

平成３０年７月豪雨による浸水地域の排水状況【高梁川水系小田川】②
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■被災状況（左岸３ｋ４００及び６ｋ４００付近） ■復旧概要

・倉敷市真備町における大規模な浸水被害の
主な原因となった小田川の堤防決壊は、
左岸３ｋ４００地点及び６ｋ４００地点の
２箇所で発生。

・氾濫した洪水の排水を優先させ、決壊地点の
本格的な締切りは施工を保留していたが、
９日より、本格的な締切り作業を実施。

・１５日２３時に堤防締切盛土を完了。
（※２１日 に破堤地点の安全度を向上させる
ための鋼矢板の二重締切を完了）

L=約100m

写真１:左岸６ｋ４００

L=約50m

写真２:左岸３ｋ４００

小田川

決壊箇所
(左岸
6k400)

決壊箇所
(左岸3k400)

凡例： 浸水範囲

〔横断図〕

HWL

盛土（ブロック投入等）

■左岸３ｋ４００地点の復旧例

■進捗状況
３Ｋ４００、 ６Ｋ４００ ともに完了。

7.21 10:00時点

左岸３ｋ４００

高
馬
川

小田川

平成３０年７月豪雨による状況【高梁川水系小田川 堤防の復旧】 7月21日 10時現在
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高
馬
川

堤防決壊箇所

小田川 左岸 ３．４ｋ

7.21 10:00時点

平成３０年７月豪雨による状況【高梁川水系小田川 左岸３．４ｋ堤防の復旧】 7月21日 10時現在
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内山谷川

小田川 左岸 ６．４ｋ

7.19 14:00時点

平成３０年７月豪雨による状況【高梁川水系小田川 左岸６．４ｋ堤防の復旧】 7月19日 14時現在
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小田川
高梁川

築堤・護岸

掘削

護岸

【全体計画】

事業内容：築堤、掘削、補償等

全体事業費：28,000百万円

※工事諸費等を含む

事業期間：H26～H40
※工事着手（H31）より概ね10年で完成

【平成30年度実施】

実施内容：用地・家屋補償、埋蔵文化財調査、

工事用道路 等

事業費：1,165百万円

小田川合流点付け替え事業 一般改修事業（大規模）

高梁川は倉敷市街地を貫流しており、支川の小田川流域は市街への利便性が高いことからベッドタウンとして宅地開発が進んでいる。その一方で
小田川は低平地を流下し高梁川に合流する河川のため、高梁川の水位の影響を大きく受け、昭和47年、昭和51年洪水では、はん濫により多くの
被害が発生するなど、浸水被害の常襲地域となっている。

抜本的な治水対策として小田川と高梁川の合流点を４．６ｋｍ下流へ付け替えることで、小田川の治水安全度の向上を図るとともに、高梁川の
ネック区間の流量を低下させるものである。

高
梁
川

高
梁
川

現状の合流点

付替後の合流点

堤防によって
高梁川と

小田川を分離

柳井原
貯水池

付替後の水面形

付替後の水面形

7,100m3/s

小
田
川

水位低下
（約０．４ｍ）

水位低下
（約５ｍ）

酒津地点

（現状の水面形）

合流点付替え前

位置図

戦後最大規模のS47.7洪水に対する事業効果

付替による水位低下イメージ

現況
国道486号

井原鉄道

小田川

高
梁
川倉敷市役所真備支所

真備図書館

高校

大型介護施設

医療機関

※小田川河床掘削含む

事業後
国道486号

井原鉄道

小田川

高
梁
川倉敷市役所真備支所

真備図書館

高校

大型介護施設

医療機関

凡 例

たかはしがわ くらしき おだがわ

高梁川

笠井堰

現合流点

新合流点

酒津

締切堤防

倉敷市役所

JR倉敷駅
柳井原貯水池
（高梁川派川）

新合流点

小田川合流点の付替概要（上流から望む）

仮設工一式

用地・家屋補償等

全体事業計画

凡 例

平成29年度まで

平成30年度実施

平成31年度以降

実施状況
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平成30年７月豪雨による土砂災害の発生状況

死者2名

7/6 きたきゅうしゅうしもじく

福岡県北九州市門司区がけ崩れ

いわくにししゅうとうちょう

山口県岩国市周東町土石流等

7/7

死者1名

7/8

がけ崩れ

しそうしいちのみやちょう

兵庫県宍粟市一宮町

死者1名

ふくちやましおおえちょう

京都府福知山市大江町天然ダム

7/8

7/6 あきぐんくまのちょうかわすみ

広島県安芸郡熊野町川角土石流等

死者12名

(都道府県報告)
1道2府28県

1,515件
土石流等 ： 466件
地すべり； 50件
がけ崩れ ： 999件

【被害状況】
人的被害：死者 119名

負傷者 22名
人家被害：全壊 64戸

半壊 70戸
一部損壊 198戸

土砂災害発生件数
(7月2日以降を集計)

※近10年(H20～29)の平均土砂災害発
生件数1,106件／年
※近10年(H20～29)の最大土砂災害発
生件数1,514件／年

凡例
発生件数

200～

1～

0

50～

100～

7/7

がけ崩れ

うわじましよしだちょう

愛媛県宇和島市吉田町

死者4名 死者2名

7/7

がけ崩れ

かさおかしもびら

岡山県笠岡市茂平

8月1日10時現在
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平成30年７月豪雨による広島県の土砂災害発生状況

(広島県報告)
４７１件

土石流等 ： 315件
地すべり； 1件
がけ崩れ ： 155件

【被害状況】
人的被害：死者 87名

土砂災害発生件数
（7月2日以降を集計）

凡例
発生件数

100～

1～

0

40～

(件)

(参考)
H26広島豪雨災害

主な被災地

東広島市43件

三原市44件

呉市155件
広島市54件

(死者19名)
(死者20名)

(死者8名)

(死者5名)

広島県内の市町村別土砂災害発生状況

ひがしひろしましくろせちょうのみお

東広島市黒瀬町乃三尾
土石流等

ひろしましあさきたくくちたみなみ

広島市安佐北区口田南5丁目
土石流等

死者2名 死者2名

ひがしひろしましさいじょうちょううまき

東広島市西条町馬木
がけ崩れ あきぐんさかちょうこやうら

安芸郡坂町小屋浦
土石流等

死者15名
※小屋浦地区で死者数計

あきぐんくまのちょうかわすみ

安芸郡熊野町川角
土石流等

くれしやすうらちょういちはら

呉市安浦町市原
土石流等

死者12名

死者4名

8月1日10時現在
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砂防堰堤が土石流・流木を捕捉（広島県安芸郡熊野町）
くまのちょうあ き ぐん

■広島県安芸郡熊野町の滝ヶ谷川において広島県の砂防堰堤が土石流・流木を捕捉し、下流の人家等を保全

広島県安芸郡熊野町
地理院地図より

砂防堰堤が土石流・流木を捕捉

土石流

下流の人家を保全

7月14日 アジア航測株式会社 撮影

堰堤の緒元
堤高=14.0m 堤長=66.0m
平成3年2月竣工

土石流

砂防堰堤が土石流・流木を捕捉

たきがたにがわ

7月15日 砂防ボランティア 広島県協会 提供
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ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥによる支援（平成30年７月豪雨）

全国の排水ポンプ車23台を集結し24時間で排水
【岡山県倉敷市真備町】

流路工整備により二次災害を防止
【広島市東区】

土砂災害箇所における被害状況調査
【広島県安芸区】

首長への調査結果報告と技術的助言
【高知県大豊町】

散水車による給水と散水支援活動
市街地の土砂等の撤去作業

【広島県坂町】

散水車による防塵対策
【岡山県倉敷市真備町】

生活用水の給水作業
【愛媛県宇和島市】

8月1日時点

TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）を全国から派遣し、災害応急対応を支援
（のべ9,345人・日（7/3～） 日最大派遣数 607人（7/13） ）

○岡山県倉敷市真備町では24時間体制で緊急排水を実施し、約1,200haの浸水を3日で解消
○被災した公共土木施設の被災状況を早期に把握し、迅速な激甚災害の指定（7月24日閣議決定）に貢献
○台風第12号の接近に備え、甚大な土砂災害が発生した箇所等で二次災害防止対策を実施
○散水車や路面清掃車等を派遣し、防塵対策や給水支援を実施
○土砂災害等により市街地や道路・河川等に堆積した土砂や流木･がれき等の撤去を支援 等

31


